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新型コロナウイルス
感染症による影響を踏
まえ、将来を見据えた
事業等の見直しについ
て

市民から（仮称）富士宮市立郷土史博物館構想の見
直しの問い合わせがあるが、いかがか。

　緊急時における財政について。

　第２波に備えて財政確保はどのようにするのか。

財政調整基金の令和元年度決算見込み繰越金の金額
は。

地方創生臨時交付金の追加交付金のスケジュール
は。臨時交付金の新たな支援対策として、令和２年４
月２７日以降に生まれた新生児への祝い金、バス会社
やタクシー会社への補助金を提案するがいかがか。

行事の中止などによる今年度の減額補正額分はいく
らぐらいか。

　医療従事者に危険特別手当を考えていないか。

発 言 項 目 要　　　　旨

　４月、５月の収支状況はいかがか。

感染拡大地域からの帰省者、里帰り妊婦など一時待
機者用の宿泊施設の確保はできないか。また、ＰＣＲ
検査を受けることは可能か。

感染リスクをなくすためにも電子決済を検討できな
いか。

新型コロナウイルス感染症の影響の大きさに、多くの市民
の皆様から「農家や商店がこんなひどい状態でいるのにもっ
としっかりとするように」と叱咤激励を受けました。

新型コロナウイルス感染症は多くの分野に大きな影響を及
ぼし、これから経済の立て直しや社会的弱者である生活困窮
者や子どもたちを取り巻く環境対策は喫緊の課題です。

現在第５次富士宮市総合計画を基本として運営されていま
すが、それぞれの自治体における非常事態への対応整備や将
来構想など、大きな見直しが迫られています。今回のような
コロナ感染症における大きな不安は決まって生活弱者に集中
して出ています。

長期化が危惧され、財政的にも大変厳しい状況が続きま
す。社会の在り方、価値観も大きく見直されていく中で、住
民への説明会などが開催できないことから、住民参加・合意
が不可欠な大きな計画についてはスケジュールを見直すとと
もに、一度立ち止まり、コロナ禍後の社会状況や意識変化を
見ながら再検討するべきと思いますが、市の見解を伺いま
す。

　市立病院の財政状況と医療体制について。

今年度、市立病院に対しての財政支出はどのくらい
を想定しているか。
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